
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.647
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鉢
植
え
の
水
仙
の
芽
の
う
す
緑

雨
の
し
ず
く
の
小
さ
く
光
る
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

め
ぐ
り
く
る
春
を
め
ざ
し
て
よ
う
や
く
に

冬
芽
を
の
ば
す
路
傍
の
サ
ク
ラ
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄
　

雨
の
あ
と
屋
根
を
う
っ
す
ら
白
く
す
る

夜
の
明
け
と
な
る
静
け
さ
の
中
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

ゆ
っ
た
り
と
時
が
流
れ
る
春
の
日
に

コ
ー
ヒ
ー
飲
み
つ
つ
桜
眺
め
る
　
　
　
　
　
　
三
1

村
山
　
一
郎
　

父
親
は
日
々
忙
し
く
働
い
て

遅
き
帰
り
待
つ
姉
と
妹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
冨

雛
飾
る
土
蔵
造
り
の
菓
子
処
　
　
　
　
　
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

地
境
を
気
に
止
め
ず
を
り
花
八
ツ
手
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

薮
椿
散
り
て
を
る
な
り
鴨
場
跡
　
　
　
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

春
光
の
池
に
高
層
ビ
ル
映
る
　
　
　
　
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子

一
輪
を
大
き
く
咲
か
す
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

恵
方
巻
食
べ
て
願
ひ
を
祈
り
け
り
　
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

夕
映
に
冬
木
の
影
の
伸
び
に
け
り
　
　
　
　
　
桜
2

奥
野
　
栄
吉

寒
戻
り
花
月
の
蕾
か
た
か
り
き
　
　
　
　
　
　
里
　
　
村
松
　
静
子

生
き
抜
い
て
悔
い
も
誇
り
も
あ
る
自
伝
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

丁
寧
な
こ
と
ば
の
裏
の
寒
い
も
の
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
拍
手
の
渦
の
中
　
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

久
し
ぶ
り
雪
に
は
弱
い
大
都
会
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

上
げ
底
を
体
よ
く
飾
る
旅
土
産
　
　
　
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

人
生
の
老
後
の
プ
ラ
ン
解
い
て
み
る
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

音
た
て
ぬ
雪
に
干
し
物
入
れ
そ
こ
ね
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

春
眠
と
良
い
云
い
わ
け
の
朝
寝
坊
　
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

B

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格
　
▼
昭
和
57
年
4
月
2

日
〜
平
成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方
▼
平
成
2
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
q
大
学
を
卒
業

し
た
方
、
平
成
24
年
3
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
w

人
事
院
が
q
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
期
間

4
月
1
日
（
金
）
〜

14
日
（
木
）
※
4
月
14
日
ま
で
の

通
信
日
付
印
有
効

申
込
み

希
望
す
る
第
1
次
試
験

地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国

税
事
務
所
へ
申
込
書
を
提
出

試
験
日

第
1
次
＝
6
月
12
日

（
日
）、
第
2
次
＝
7
月
19
日
（
火
）

〜
26
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
1
日

（
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
）
※
試
験
内
容
は
大
学

卒
業
程
度
。

問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
1
0
4
8
・
6
0
0
・
3

1
1
1

県
で
は
、
N
P
O
・
地
域
団
体

な
ど
の
里
山
再
生
事
業
、
企
業
や

同
窓
会
の
森
づ
く
り
、
都
市
部
の

緑
化
事
業
な
ど
「
み
ど
り
の
保
全

や
創
出
」
に
取
り
組
む
事
業
提
案

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
支

援
し
ま
す
。

補
助
対
象
　
q
み
ど
り
を
守
る
活

動
、
w
み
ど
り
を
創
る
活
動
、
e

み
ど
り
を
学
ぶ
・
楽
し
む
活
動

応
募
資
格

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
そ
の
他
の
団
体
・
グ
ル
ー

プ
、
県
内
に
事
務
所
ま
た
は
営
業

所
を
有
す
る
法
人

補
助
額

１
件
あ
た
り
上
限
150
万

円
（
50
万
円
ま
で
は
全
額
、
50
万
円

を
超
え
る
部
分
は
1
／
2
を
補
助
）

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
4

月
28
日
（
木
）
ま
で
に
提
出

問
合
せ

県
み
ど
り
再
生
課
1
0

4
8
・
8
3
0
・
3
1
9
0

「
踊
ろ
う
♪
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

!
」
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し

ょ
う
。

日
　
時

4
月
21
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象

65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人

講
　
師

東
多
恵
子
氏(

フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
指
導
者)

持
ち
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
、
運

動
し
や
す
い
靴
、
水
分
補
給
の
た

め
の
飲
み
物
（
運
動
し
や
す
い
服

装
で
）

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

布
と
綿
で
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
を
作
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

4
月
26
日
（
火
）
午

後
2
時
〜
4
時

場
　
所

西
公
民
館

対
　
象

65
歳
以
上
の
方
20
人

（
定
員
締
め
切
り
）

持
ち
物

布
（
縦
7.5
cm
、
横
9

cm
）
を
2
枚
、
縫
い
針
、
縫
い

糸
、
は
さ
み

費
　
用

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

県
教
育
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
教
育

に
関
す
る
最
新
情
報
を
、
毎
月
21

日
に
無
料
で
お
届
け
し
ま
す
。
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
な

ら
、ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

申
込
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/page/m

erum
aga-touroku201

004.htm
l

問
合
せ

県
教
育
局
総
務
課
1
0

4
8
・
8
3
0
・
6
7
1
4

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
1
回

認
知
症
予
防
教
室

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

み
ど
り
の
埼
玉
づ
く
り

県
民
提
案
事
業
の
募
集

県
教
育
委
員
会
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

教
育
さ
い
た
マ
ガ
ジ
ン

川
口
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ



試
験
区
分

1
類
（
男
性
190
人
・

女
性
21
人
）、
2
類
（
男
性
20

人
・
女
性
9
人
）、
3
類
（
男
性

50
人
・
女
性
6
人
）、
国
際
捜
査

1
類
（
英
語
、
韓
国
語
各
1
人
）、

武
道
・
体
育
指
導
1
類
（
柔
道
、

剣
道
各
1
人
）

試
験
日

第
1
次
＝
5
月
8
日

（
日
）

問
合
せ

県
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー

1
0
1
2
0
・
3
7
3
5
1
4
ま

た
は
県
内
各
警
察
署

A

オ
ー
ト
バ
イ
の
盗
難
防
止
に
ご

協
力
を

昨
年
、
市
内
で
は

141
件
も
の
オ
ー
ト
バ

イ
の
盗
難
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

盗
難
防
止
の
た
め
に
、
ハ
ン
ド

ル
ロ
ッ
ク
や
ワ
イ
ヤ
ー
錠
（
U
字

ロ
ッ
ク
）
等
で
が
っ
ち
り
と
ダ
ブ

ル
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
発
症
ま

で
の
期
間
が
長
く
、
業
務
に
よ
る

石
綿
ば
く
露
と
発
症
し
た
疾
病
と

の
関
連
が
意
識
さ
れ
な
い
こ
と
に

よ
り
、
労
災
請
求
等
に
及
ん
で
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
労
災
保
険
給
付
ま
た
は

特
別
遺
族
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
別
遺
族
給

付
金
の
申
請
期
限
は
24
年
3
月
27

日
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

川
口
労
働
基
準
監
督
署

1
2
5
2
・
3
8
0
4

費
　
用

3
0
0
0
円
（
保
険
代

を
含
む
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
・
高
橋
1
2
8
2
・
2

1
3
0

埼
玉
弁
護
士
会
で
は
、
毎
年
4

月
15
日
の
「
遺
言
の
日
」
を
記
念

し
て
、
弁
護
士
が
無
料
で
遺
言
お

よ
び
相
続
に
関
す
る
法
律
相
談
を

行
い
ま
す
。

日
　
時

4
月
15
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
4
時
（
受
付
は
3
時
半
ま

で
、
事
前
申
込
不
要
）

場
　
所

埼
玉
弁
護
士
会
館
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
4
〜
7
〜

20
）

問
合
せ

埼
玉
弁
護
士
会
1
0
4

8
・
7
1
0
・
5
6
6
6

日
　
時

5
月
8
日
（
日
）
正
午

〜
午
後
3
時

場
　
所

そ
ご
う
川
口
店
10
階
バ

ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム

内
　
容

血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測

定
、
血
管
年
齢
測
定
、
骨
密
度
測

定
、
健
康
相
談
な
ど

問
合
せ

県
看
護
協
会
第
7
支

部
・
宮
川
1
2
9
6
・
4
7
7
1

A

第
1
回
警
察
官
採
用
試
験

受
付
期
間

4
月
1
日
（
金
）
〜

14
日
（
木
）
期
間
内
の
消
印
有
効
。

電
子
申
請
は
4
月
13
日
（
水
）
午

後
5
時
ま
で
。

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案

内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

受
講
期
間

3
か
月
〜
1
年
（
講

座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

問
合
せ

N
H
K
学
園
1

0
4

2
・
5
7
2
・
3
1
5
1
、
案
内

書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
1
0
1

2
0
・
0
6
・
8
8
8
1

日
　
時

4
月
17
日
〜
7
月
24
日

の
日
曜
・
祝
日
、
午
前
6
時
半
〜

8
時
半

場
　
所

市
営
庭
球
場（
辻
公
園
）

対
　
象

高
校
生
以
上
の
初
心
者

る
医
療
・
介
護
施
設
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
復
職
者
一
人
あ
た
り
150

万
円
ま
で
県
が
助
成
し
ま
す
。

問
合
せ

県
医
療
整
備
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
5
4
3
、
県
看

護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
1
0
4

8
・
8
2
4
・
7
2
6
6

N
H
K
学
園
に
は
、
趣
味
・
教

養
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
200
コ
ー
ス

以
上
あ
り
ま
す
。
通
信
講
座
で
新

し
い
趣
味
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
制
限
は
あ

県
で
は
、
も
う

一
度
働
い
て
み
た

い
看
護
師
さ
ん
の

職
場
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
く
6
か
月
の
勤
務

研
修
に
よ
り
、
給
与
を
受
け
な
が

ら
、
復
職
に
必
要
な
看
護
技
術
を

学
び
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県

看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
相

談
員
が
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
で
、

安
心
し
て
復
職
で
き
ま
す
。

ま
た
、
勤
務
研
修
を
受
け
入
れ

11
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3
月
11
日
午
後
に
発
生
し
た
大

地
震
は
、
太
平
洋
沿
岸
へ
の
大
津

波
を
伴
い
、
未
曽
有
の
大
惨
事
と

な
っ
た
。
被
災
地
の
復
興
は
、
今

で
も
組
織
的
な
活
動
に
は
程
遠

く
、
厳
し
い
交
通
手
段
の
中
で
、

生
活
物
資
が
不
足
し
、
避
難
者
の

状
況
は
悲
惨
を
極
め
て
い
る
。

ま
た
、
福
島
原
発
事
故
の
復
旧

作
業
は
一
進
一
退
で
、
放
射
能
汚

染
等
不
安
材
料
が
続
い
て
い
る
。

我
が
国
で
は
初
め
て
と
な
る
広

域
災
害
対
応
は
、
初
動
か
ら
順
調

に
ゆ
か
な
い
こ
と
は
予
測
さ
れ
た

が
、
現
地
か
ら
届
く
「
何
時
に
な

っ
た
ら
」
の
声
は
、
ま
ぎ
れ
も
な

く
国
民
全
体
の
声
で
あ
り
、
改
め

て
災
害
対
策
の
困
難
性
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。

私
も
三
陸
沿
岸
の
津
波
対
策
の

状
況
を
視
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。

宮
古
市
田
老
地
区
の
防
潮
堤
は
高

さ
10
m
、
長
さ
2.5
km
で
、
二
重
に

構
築
さ
れ
て
い
た
が
、
被
災
後
の

破
壊
さ
れ
た
写
真
を
見
る
と
無
念

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
海
抜

5
m
ほ
ど
の
鳩
ヶ
谷
市
で
も
津
波

対
策
を
視
野
に
含
め
る
必
要
性
も

出
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

明
る
い
材
料
も
あ
る
。
危
険
と

困
難
の
中
で
懸
命
に
救
助
に
あ
た

る
消
防
隊
員
等
の
姿
は
、
頭
が
下

が
る
し
、
報
道
に
は
上
が
ら
な
い

が
、
生
命
を
は
っ
た
作
業
中
の
民

間
企
業
の
方
々
に
は
心
か
ら
の
敬

意
を
表
し
た
い
。

震
災
に
思
う

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
も

う
な
ぎ
昇
り
で
、
海
外
メ
デ
ィ
ア

か
ら
は
、
悲
し
み
に
く
れ
る
被
災

地
で
示
さ
れ
る
冷
静
さ
、
規
律
正

し
さ
、
助
け
合
い
の
精
神
等
に
大

き
な
賞
賛
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
災
害
復
興
は
本
格
化
す

る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
失
わ
れ

た
都
市
基
盤
等
は
約
10
兆
円
だ

が
、
今
回
は
こ
れ
を
大
き
く
上
回

る
だ
ろ
う
。
財
政
支
出
が
膨
ら
む

の
は
確
実
で
、
不
景
気
の
中
で
気

が
滅
入
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
国
民
一
人
ひ
と
り
が
復

興
を
担
う
気
概
と
責
任
を
発
揮
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

鳩
ヶ
谷
市
も
義
援
金
や
災
害
援

助
物
資
等
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
避
難
所
を
開
設
し
て
い
る
。

今
回
の
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

震
災
防
災
対
策
を
根
本
か
ら
早
急

に
見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
早
朝
教
室

県
看
護
協
会
看
護
デ
ー

N
H
K
学
園
生
涯

学
習
通
信
講
座

石
綿
関
連
疾
患

特
別
遺
族
給
付
金

遺
言
の
日
記
念
相
談
会

看
護
師
の
職
場
復
帰
を

支
援
し
ま
す

武
南
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

1
2
8
6
・
0
1
1
0

各種事業の開催等について…地震の影響などによリ、各種事業が中止になる場合があリますので、お電話でお問い合わせのうえお
出かけください。


